
 

アーク溶接 第 238 話 TIG 溶接（34）              担当 高木柳平 

 

 

＝ TIG 溶接トーチ理解のために (7) ・・・フレキシブル TIG トーチについて ＝ 

 

 本話では，TIG トーチの作業性改善に関し力点が置かれている「フレキシブルトーチ」について各社の

カタログおよび取扱説明書を参考とし，引用させてもらい，概要を以下に紹介します。 

 

第 235 話でも一部触れましたが，フレキシブルトーチを活用してプラスチック金型の補修溶接に適用し

ている現場を大同特殊鋼に勤務していた２０００年頃，工具鋼グループの要請で東南アジアの各国を訪問

した際，見学することができました。熱管理の必要な補修溶接のためこれらのフレキシブルトーチが効果

的に適用されている状況を観察でき，大変印象的でした。 

 フレキシブルトーチの特徴は，写真 238-01（１）および（２）にみるように，トーチヘッドを許容可動

範囲内で自由に，フレキシブルに設定が可能なことです。この機能を有するため，無理のない溶接姿勢で

作業性良く，能率改善が可能でしかも品質安定な溶接を行うことができると考えられます。 

 

 表 238-01 にトーチメーカ 3 社様の

フレキシブル TIG トーチについて，カ

タログおよび取説から引用し，各社の

製品紹介と取り扱い上の注意点につい

て引き出してみました。 

 

１）空冷フレキシブルトーチ 

＊フレキシブル機構を得るために，各

社とも「コイルエレメント」方式を採

用しています。 

セッティングおよび取り扱いについて

はダイヘン殿の欄に示してあるように，注意が必要です。 

 

＊取り扱い上の主な注意点 

① フレキシブルトーチの曲げ角度には限度があるので，それらの許容範囲内で使用のこと。 

➁ 曲げ方についても注意のこと。 

③ 折り曲げる回数にも限度があること。 

④ コイルエレメントを覆うフレキシブルカバー（or ラバーブーツ）内部にはガスが流れます。 

  ガス漏れのないようにセッティング，取り扱いをすること。 

なお，ラメール殿にはコイルエレメントとラバーブーツ一体型商品があり，ガス漏れの心配がないとして

示されている。 

２）水冷フレキシブルトーチ 

＊ラメール殿のみ水冷タイプのフレキシブルトーチを有している模様。 

 このトーチでは全方向に６０°曲げられるので，快適な姿勢で溶接を行うことができると示されている。 

                 

                      

                 

        

                                                



以下，表 238-01 をページ２および３にわたって掲載します。参照してください。 

 

次話では TIG溶接トーチ理解のために(８)として，TIGトーチにおける主な交換部品とその働き，取り

扱い上の留意点などについて説明し，TIGトーチに関する最終回とさせていただく予定です。 

                                           以上。 
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